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米ぬか由来繊維は腸内細菌叢の調節を介して大腸炎を抑制する 
Rice bran-derived fibers ameliorate colonic inflammation via gut microbiota modulation and 
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日本料理や、納豆や抹茶などの伝統的な食品の一部は健康促進効果が知られており、世界中から注目

されている。これらの食品のいくつかは、腸内環境を改善するプレバイオティクスやプロバイオティ

クス効果として作用することが知られており、宿主の健康維持に寄与している。米の胚乳の外側にあ

たる米ぬかを摂取すると大腸炎が抑制されることが以前より報告されているが、その詳細は未だ明ら

かにされていない。近年、日本を含む先進国では大腸炎患者数が増加しており、大腸がん発症にも繋

がることから大腸炎予防法の確立が求められている。そこで本研究では、デキストラン硫酸ナトリウ

ム水溶液(DSS)誘導性大腸炎モデルマウスを用いて、米ぬか摂取による大腸炎抑制効果の分子メカニ

ズムを明らかにすることを目的とした。8 週齢の雄 C57BL/6 マウスへ米ぬかを与えたところ、濃度依

存的に大腸炎が抑制されることを明らかにした。次世代シークエンサーを用いた便中細菌叢の網羅的

解析から、Clostridium spp.が米ぬか摂取によって有意に増加することを明らかにした。また、大腸

断面の蛍光 in situハイブリダイゼーションによって、Clostridium cluster XIVaが米ぬか由来食物

繊維の近傍に局在していることも明らかにした。米ぬか成分を分画してマウスに投与したところ、食

物繊維が含まれる画分を摂取したマウスで大腸炎が有意に抑制されることが明らかとなった。このこ

とから、米ぬか由来成分の発酵代謝により産生される何らかの物質が大腸炎を抑制する可能性が示唆

された。事実、米ぬか摂取マウスの便中細菌叢を無菌マウス腸内に移植させたところ、通常食摂取マ

ウスの便中細菌叢を移植したマウスより DSS誘導性大腸炎が軽減されたため、キャピラリー電気泳動

—質量分析計を用いたメタボローム解析を実施した。その結果、米ぬか摂取マウス腸内において、トリ

プトファン代謝物質群が米ぬかの濃度依存的に増加することを明らかにした。さらに、Clostridiales

目細菌群だけを定着させたノトバイオートマウスの腸管では、トリプトファン代謝物質群の産生量が

有意に多いことを見出した。トリプトファン代謝物質群の一部は芳香族炭化水素受容体 (AhR)を介し

て大腸炎を抑制することが報告されていたことから、AhR 強制発現培養細胞株へ Clostridiales 目細

菌群由来のトリプトファン代謝物質群を添加したところ、そのシグナル因子である Cyp1a1 の発現が

誘導されたことから、AhRリガンドとして機能することが明らかとなった (特願 2018-224169)。従っ

て、米ぬか摂取による大腸炎抑制効果は、Clostridiales 目細菌群による発酵代謝により腸内で産生

されたトリプトファン代謝物質群が、腸管上皮細胞の AhRを介してその恒常性維持に寄与しているこ

とが示唆された。本研究成果は、食を介した新たな大腸炎予防法の確立に繋がると考えられる。 
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